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1.は じめ に

現在,む し歯(齲蝕)は,歯 周疾患 とともに,文 明

社 会に生 活 して いる人々に広 く蔓延 して いる。厚生 省

の行 った昭和50年 の調査に よれば,む し歯に罹 ってい

る人の割 合 は,乳 歯 では,1才 で11%,2才 で52%,

3才 で84%,4～6才 で91～98%で あ り,一 方永 久歯

で も,6才 で36%,8才 で81%,10才 で90%,12才 で

97%で ある とい う。 また,1人 の人が もってい るむ し

歯 の数 も着 実に増加 して きてお り,14～20才 の人 では

この20年 足 らずの 間に約2倍 に も達 しているこ とが示

されて いる。 この ように,む し歯は主 に幼 児や学童 期

の子供に おいて問題 となる疾病の一 つである。

本小論 では,む し歯の予防についての基本的 な考 え

方 を,そ の病 因論 と対比 させ なが ら,概 観 してみ る。

2.む し歯 の病 因

む し歯 は幾種類 かの 口腔細菌が原因 とな って起 る感

染 症 である。む し歯は現 在,図1に 示 した4つ の 因子

が 相互 に作 用 し合 った結果生 じる多因子性疾 患であ る

とされ,歯 面に生棲す るむ し歯病原菌(デ ンタル ・プ

ラー ク),食 事や 間 食 として摂 る食物(砂 糖),侵 襲 の対

象 となる歯,お よびこれ らの3因 子に関 わ る時間的要

因が具 合 よ く揃 った場合(4つ の円が重 り合 った中央

の黒 い部分)に 生 じる。

第1に 挙げ られ るのは,歯 面 に定着,増 殖す る徴生

物 である。現 在最 も主要 なむ し歯病原菌は ミュー タン

ス連鎖球菌 であ る とされているが,こ の他 に も放線菌,
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図1む し歯 の病 因

乳酸 桿菌お よび線状桿菌 な どもむ し歯誘 発能を もつ こ

とが知 られ ている。 これ らの微 生物 は,歯 の表面 に形

成 され るデ ンタル ・プ ラー ク(歯 苔)中 に生棲 して い

る。 ミュー タンス連 鎖球 菌は砂糖(蔗 糖)か ら水 に溶

けない粘 着性 のデキス トランを合成 して歯面にへ ば り

付 き(プ ラー ク形成),各 種 の糖類 を発酵 して生 じた酸

によってエナ メル質 を溶解 させ る(酸 脱灰)。プラー クが

付 き易い部位 は,臼 歯の噛み合せ面 の溝(小 窩裂溝),

隣の歯 と接する面(臨 接面)お よび歯肉 との境界部分

(歯 頸部)で あるが,後 に述べ るよ うに,む し歯が好

んで発生す る部位 とよ く一致 している。
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日常 の食物 に含 まれ る成分 の うちむ し歯 と最 も密接

に関係 す る ものは,砂 糖 および精製炭水化物 であ る。

第2次 世 界大戦 前後におけ るむ し歯の発生率 は砂糖 消

費量の増減 とよ く相関 している。 また,砂 糖 を含 む食

品を3度 の食事時以外にオヤツ として摂 った り,口 腔

内に停滞 し易い形 で摂 った場合 にはむ し歯 が著 し く増

加 す る。1日 の間食の回数が増 える とむ し歯 にな り易

い。 この よ うに,砂 糖 の摂取量 と摂取 回数 および砂糖

を含 む食品の形態 はむ し歯の発生 と関係が深 い。砂糖

はむ し歯原性 ミュー タンス連鎖球菌 に よる粘 着性 多糖

類の合成 と酸産 生 の基質 とな ることは先 に述 べ た。

む し歯病 原力の侵襲の対象 とな る歯 も大 きな要 因の

一 つ である。その種 類,部 位 およびエナ メル質の質 な

どは,む し歯 に罹 り易 いか どうか を決定す る重要 な因

子であ る。 臼歯,特 に下顎の 第1大 臼歯 は最 もむ し歯

に罹 り易 く,一 方下顎の切 歯 と上 ・下 顎の犬歯 は殆 ん

どむ し歯 にな らない。 また,各 歯 の咬合面 小窩裂溝,

臨接 面,お よび歯頸部 は罹患性が高 いが,平 滑面は む

し歯にな るこ とは稀 れである。エナ メル質 の生 来の質

や 萌出後の時 間経過 に伴 う 「成熟」 もむ し歯感受性 に

関係 してい る。

最後の 時間的因子は,上 に述べ た因子の それ ぞれに

関係 した もので あるが,一 言で云えば,こ れ らの因子

が 出会 う時間の長短が,む し歯感受性 の高低 を決め る

とい うこ とであ る。詳 しい説 明は省 く。

む し歯の発病の機序 を ミュー タンス連鎖 球菌 を例 と

して ま とめ る と次の ようにな ろう。砂糖 の入 った,歯

面に付着 し易い食物 を繰返 し多量 に摂取す る と,ミ ュ

ー タンス連鎖球菌 は
,砂 糖 を利用 して水不 溶性 の デキ

ス トラ ンを合成 し,そ の粘着性 によって生棲 に都合 の

よい歯 面に付着 してプラー クを形成す る。一方,砂 糖

あるいは精製炭水化物 を代謝 して酸 を産生 し,プ ラー

ク中に蓄積 された酸 は,エ ナ メル質 を脱灰 してむ し歯

の病巣 を生 じさせ る。

3.む し歯予防 のための基本的 な考 え方

以上,む し歯 の発生 に関与す る要 因につ いて概略述

べ た。病 因の排 除はその疾病の予防 に直結す るこ とを

考 えれば,こ れ らの要 因の うち どれか一つ を完 全 に制

禦 で きれば,む し歯 の予防 は可能 となるこ とが,理 屈

の上か らは期待 できる。 しか し,現 在我々が利 用 し う

る方法 では病 因の どれ一つ を も完全に コン トロール で

きない。従 って,現 状 では,個 々の病 因の それ ぞれ を

可及的 に抑制 し,得 られ る抑制 力の集 合 を計 らなけれ

表1む し歯の予防法

プラー ク ・コン トロー ル

ブラ ッシン グ

フロ ッシン グ

食生活の改善

特に砂糖 を含む 間食の

形態,量,回 数

歯の抵 抗性 の増強

フ ッ素 の応用

オ クルーザ ル ・シー ラン ト

ばな らな い。

む し歯予 防の具体 的方法 を表1に 示 した。要 約す る

と,む し歯 の病原菌 を排除す る方法(プ ラー ク ・コン

トロール),食 生活(砂 糖摂取)の 改善,お よび歯 の抵

抗性 を高め る方法に ま とめ るこ とがで きる。 それ ぞれ

は,む し歯の病因の細菌,食 物お よび歯 に対応す る も

ので ある。尚,第4の 時間的因子 は上 記の3因 子 それ

ぞれに含めて考 えられる。以下,そ れ ぞれの予防法 の

主 な ものにつ いて,そ の有効性 と限 界に触れなが ら,

概 説す る。

(1)プ ラー ク ・コン トロール

歯 口清掃の 目的は,歯 の表面か ら微 生物の堆積物 で

あ るデ ンタル ・プ ラー クを除去す る ことにあ る。 これ

には,歯 刷子 に よるブ ラッシング とフロ スを用いて行

うフロッシン グとが ある。

ブラ ッシングは歯 口清掃 の最 も基本 的な方法 として

重要 であ る。ただ,ブ ラ ッシン グに よって どの程 度む

し歯 を予 防で きるか を直接証 明 した,ま とまった研究

は意 外に少い。或 る報告 に よる と,毎 食後のブ ラ ッシ

ングに よって約40%の む し歯抑制 効果 があ った という 。

最近 の臨床 的知 見の 多 くも,ブ ラッシン グに よってむ

し歯 の発生 を抑 え,そ の進行 を阻止 で きることを示 し

てお り,そ の効果 と重要性が再認 識 されて きてい る。

例えば,乳 歯に特徴的 な上顎前歯 の唇面の む し歯 の病

巣は,こ の部の プラー クの付着 とよ く一致 して お り,

これ を清掃除去す る とむ し歯の発生 と進行 を阻止す る

こ とが できる。む し歯の好発部位 とプ ラー クの付着部

位 とが同 じであるこ とは,プ ラー クの ない ところにむ

し歯は発生 しないことを如実に示す もの である。 尚,

プラー ク ・コン トロールは,主 に成 人にお いて問題 と

され る歯周疾患の予防 と治療 に必要不 可欠 な重要 な手



段 で もある。

もう一つの大切 なプ ラー ク ・コン トロール法は フロ

ッシン グであ る。臨接 面のプ ラー クはブ ラ ッシングに

よ っては充分 に取 り除 くこ とがで きないので,フ ロス

(ナ イロン製の撚糸)を 用 いてこの部分 を清掃す る必

要 が ある。 フロ ッシン グに よって臨接面 に発生す るむ

し歯 を約50%抑 えるこ とが で きるとい う。 この方法は

現 在で もまだ補助 的な歯 口清掃手段 の一つ位 に しか考

え られていない趣 きがあ るが,ブ ラ ッシン グと併用 し

て行 う必要 性が もっ と強調 されなけれ ばな らない。

この2つ は各 人(幼 若 な小 児では親 の手助 けが必要)

が 日常家庭 で励行すべ き基本的 な方法 である。 この他

歯科医院な どにお いて行 う手術的清掃法 として 「予防

処 置,Prophylaxis」 が あ る。 これ は歯科衛生士 など

が研磨ペー ス トを用 いて電動 ブ ラシや フ ロスで歯のあ

らゆ る面 を徹底的に清掃す るこ とである。最 低2週 間

に1回 つつ続け る と,む し歯 と歯 肉炎が著 し く減 少す

る とい う。 これ を公衆衛生学的 な規模 で実施す るのは

現状 では不可能であ るが,む し歯感受性の極め て高 い

一部 の子供 な どには是非採 用すべ き有効 な方法 であ ろ

う。

（２）食生活 の改善

食生 活に関す る対策 もむ し歯予防に極め て大切 であ

る。子供 のむ し歯につ いて考 える場合,具 体的には,

間 食に含 まれ る発酵性糖 質(砂 糖 と精 製炭水化物)の

摂 取量 と摂取 回数 の制限 および これ を含む食品の形態

に対す る配慮 である。本来間 食は,成 長期 にあ る子供

に正規 の食事 を補 って正 常 な発育 に必要 な栄養 を与 え

るため に存在す る。む し歯予防 の面か ら一 言でいって

しま うと,砂 糖 の含量 の低 い,口 腔内に停 滞 しに くい

食品 を,規 則正 しく与 えるこ とに尽 きよう。その効 果

は3度 の食事 の摂 り方に も波及す る。母親 の間食に対

す る基本 的な考 え方 を改め させ るこ とが 第一 であるが

食 品に関す る知 識 を深 め,好 ま しい間 食を選別す る眼

を養わせ,こ れ を実行 させ るための教育 と指導が要求

され る。最近 のカプ リン グ ・シュガーの開発に例 をみ

る ように,食 品の性状 を改 良 して一挙にむ し歯の抑制

を図ろ うとす るには,実 用 に耐 え うる砂糖 代用品の開

発 と食品工 業界の協力 と援助 を必要 とす るが,こ れ を

早急 に期待 す ることは できない。現状 では個 人の 自衛

に頼 る他 に術 はな く,こ の面の地道 な努 力の積 み重ね

が 必要 である。 食生 活の改善 が大 きなむ し歯抑制効果

を もた らす こ とは,多 くの実験 的研究 あるいは臨床的

事例か ら明 らか であ る。特殊 な例 ではあ るが,発 酵性

糖質 を全 く含 まない食事 と間 食で育 った子供のむ し歯

発生率 は,普 通 の食品で育 った一般 家庭 の子供の10%

以下 にす ぎなか った とい う報告が ある。

(3)歯 の抵抗性 の増 強

現 在最 も普通 に用い られ てい る方法は,フ ッ化物の

応用 とフ ィッシャー ・シー ラン ト(小 窩裂溝填塞)で

ある。

フ ッ素 は歯のエナ メル質の溶解性 を低下 させ,ま た

再石灰化 を促 進 させ る結果,む し歯抑制効果 を発揮す

る(こ の他 フ ッ素に は口腔細 菌に よる酸の産生 を抑 え

る作用な どもあ る)。フ ッ化物 の応用の形には,(1)フ ッ

素 入 り歯磨剤,(2)フ ッ素入 り洗 口液,(3)フ ッ素の歯面

局所塗布,(4)フ ッ素錠,(5)食 卓塩 のフ ッ素化,(6)水 道

水や学校給水の フ ッ素化,な どが ある。前の3つ はフ

ッ素の局所的応用 といわれ る もの で,既 に萌出後 の歯

のエナ メル質の表層か らフ ッ素 を作用 させ る もの,一

方,後 の3つ は フッ素の全身 的応用 と呼ばれているも

ので,体 内に吸収 された フッ素 は形成の途 中にあ るエ

ナ メル質 に取 り込 まれ酸 に抵 抗性 の高いエナ メル質の

歯 を作 る。尚,フ ッ素錠 な どは,口 の中でゆっ くりと

なめ るよ うに して溶かせ てか ら飲み込 むよ うにする と

全身的応用の効 果 に加 えて局 所的 な効果 も得るこ とが

で きる。現 在 日本 で用 いられ てい る方法は局所的応用

に限 られてい る。 フッ素入 り歯磨 剤や 洗 口液の使用は

家庭や保育 園,学 校 な ど特別 の設備 のない所 で も行い

うる利点が ある。 また常 時は専 門家 の手をわず らわす

必要が ない。一 方フ ッ素 の局所塗布 は歯科医院や保 健

所 な どの特定の場所 において専 門的 な訓練 を受 けた人

によって行 われ なければな らな い欠点 があ り,費 用対

効果 の面か らは効率 が よい とは いえない。 これに対 し

て,錠 剤や 食卓塩 などを通 じてフ ッ素 を利用す る方法

は,極 めて簡便 で経費や人的資源 を必要 としない点 で

望 ましい ものである。特 に水道水 のフ ッ素化は生活階

層や保健 に対す る関心や 努力の高低 にかか わらず,地

域住民の全 てに一様 に適 用す るこ とが でき,ま た これ

に要す る費用は低廉 である優 れた方法 であるが,様 々

の理 由か ら現 在 日本 では採用 されて いない。

フ ッ素 のむ し歯抑 制効果は,そ の応用形態あるいは

同 じ方法 で も実施 の条件に よって異る ようであるが,

平均 して50%あ るいはこれ以下 であろ う。 また,フ ッ

素は主 として歯の臨接 面や 歯頸部 に発生 す るむ し歯に

対 して抑制効果が高 く,最 も罹患性 の高い咬合面の小



窩裂溝部のむ し歯には それ程有効 でない ことが知 られ

てい る。 フッ化ア ンモニ ア銀(サ ホ ライ ド)の 局所 塗

布は この部位 のむ し歯の抑制 に も効 果があ るとされ て

いる。

歯 のむ し歯抵抗性 を増 強す るもう一つの方法はオ ク

ルーザ ル ・シー ラン トである。 これは フ ッ素の効 果が

低 い とされて いる咬合面 の小 窩裂 溝 をレンジを用 いて

封 鎖 しようとす る もの である。歯 の削除 を必要 としな

いこ と,処 置に伴 う疼痛 や不快が殆 ん どないため,子

供 にはや り易 いが,処 置 に専 門的 技術が必要 な こと,

細心 で確実 なステ ップを踏 まない と施 術が不 完全にな

り易 いこ と,耐 久性が比較的短 く再処 置 を必要 とす る

こ とな ど,こ れ を全ての子供 に一様 に施 すには解決す

べ き幾つかの点が残 され ている。正確 に充填 された場

合 のむ し歯抑制率(当 然小窩裂溝 のむ し歯についての

み)は 極めて高 く,約80%以 上 といわれてい る。

以上 に述べ た ように,現 在用 いられ ている基本的 な

3つ のむ し歯予防 の方法 は何 れ もそれ独 自では完全な

ものではない。従 って,ど の方法 も残 りの2つ の基本

対策 に対す る配慮 を怠 る と,本 来それが発揮 しうるむ

し歯抑制効果 も極 めて小 さな もの とな って しまう。例

えば,歯 口清掃 と間食に対す る注意 を払わなければ,

フ ッ素 塗布 を施 して もその効果 は殆 ん ど無 に等 しくな

るこ とがある。これ までに成巧 を収め ているむ し歯予

防計画には必ず歯 口清掃 と食生活 の改善 のため の指導

お よびフ ッ素 の応用 とが基本的 に含 まれている。 この

ように,む し歯 の予 防には,上 述 した3つ の基本的対

策 を,ど れに比重 をか け るかは状況に応 じて 多少異 る

こ とに なろ うが,併 用 して行 うこ との重要性 が指摘 で

きる。

4.む す び

子供 のむ し歯 を少 しで も減 らす ために,上 述 の基本

的予 防策 を着実に滲透 させ る前提 として,む し歯 に関

す る正 しい知 識の伝達 と予 防のための基本的方法の指

導 を含め た 口腔衛 生思想の普 及が要求 される。子供 の

む し歯 の予 防の基盤は,子 供 の最 も身近か な環境 とし

ての家庭 に求 め られ るが,一 方家庭 をと りま く環境 と

して,そ の地域 の歯科医療関係者 は当然 のこととして

その地域 の保育 園,幼 稚園,学 校 あるいは保健 所,更

には一般 医学関係者 などは,家 庭 におけ る子供 のむ し

歯予防の知識 の普 及 と具体 策の指導の ための一役 を担

っている。 これ らの人々の それ ぞれの立場での協 力 と

参加 を必要 としている。そ うす るこ とに よって,今 日

まで公衆衛生的 な規模 ではむ し歯の予防にあ まり著 し

い効 果が挙げ られ ていない とい う現状 を少 しで も打開

す ることが可能に なる と思 える。現在利用で きる方法

を着実に拡 大 させ るこ とに よって,効 率 は悪いか も知

れないが,子 供 のむ し歯 を抑制 す るこ とが可能 である。

子供に関わ る人々の,広 い層か らの多数の参加 と協 力

を切望 して結 び としたい。

本小論 では,個 々 の予 防法の具 体的内容 につ いて詳

し く触 れ る余裕が なか った。 また,開 発途上 の もの も

含め て,こ こに取上 げた以 外に もい ろいろな方法が あ

るが,紙 数 の都 合で全 て割愛 した。 これ らにつ いては,

数 多 くの 出版物 があ るの で,そ れ らを参 照されたい。


